
立北スタイル ベースボール型ゲームの発達段階と系統性（平成２７年度版） 

学
団 

学
年 

今年度の取り組み 

単元名 ゲームのルール 準備物 練習ゲーム 
授業 

実践 
授業実践の成果と課題 

高 

６
年 

ヒ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル 

コートの形：正三角形の三角ベース（ホーム、１塁、２塁） 
塁間の距離：１７ｍ 
１チームの人数：６年生５～６人 ５年生５～６人 ４年生５～６人 
チーム数：計６チーム 
 
基本ルール・・・（５・６年生） 

 ・ピッチャーは味方がする。（投げる場所はバッターの前方） 
・打者一巡で攻守交代。 
・残塁制で行う。 
・守備はバッターが打つまでは６分割したコートの一つのエリアに入ら
なければいけない。バッターが打った後は自由に打球を追うことがで
きる。 

・守備側はビート板を持つことができ、ビート板に当てればキャッチと
同じ扱いとする。（場所の指定あり） 

・１塁、２塁にはビート板を持ったベースマンを置く。ビート板に当て
ればキャッチと同じ扱いとする。 

 
ルールの違い・・・（４年生） 
・ピッチャーではなく、コーンティー台の上にボールを置いて打つ。 
・他の基本的なルールは５・６年生と同じ。 

 
４～６年生 
得点板 
ビブス 
PU（ポリウレタン）
ボール 

PU バット 
大型バット 
プラスチックバット 

ベース 
ビート板 
対戦表 
ストップウォッチ 
テニスボール 
サッカーゴール 
（ミニサイズ） 
 
 
 
 
４年生 
コーンティー台 

キャッチボール 
（補助運動） 
 
トスバッティング 
５球バッティング 
守備練習 
 

別 
 
 
 
 
 
 

紙 
 
 
 
 
 

参 
 
 
 
 
 

照 

成
果
○ 

 

課
題
● 

○「三振なし」のルールにしたことで子どもたちか思い切りバットを振って打つ

ことができた。 

○「大型バット」を取り入れたことで遠くに飛ばせるようになり「守」にも目を

向けさせることができた。 

 

●練習をコート６面で行っていたので教師がほとんど見ることがで
きなかった。 

 

５
年 

キャッチボール 
（補助運動） 
 
トスバッティング 
３球バッティング 
守備練習 

成
果
○ 

 

課
題
● 

○チームごとにねらいをもたせ、ホワイトボードに掲示したおいたこ

とがよかった。 

 

●ベースマンが２人のため、ランナーが２塁の場合にホームベースマ

ンを置くとベースマンのいない塁ができてしまい、その塁での競争

が楽しめない状況ができてしまった。 

中 

４
年 

キャッチボール 
（補助運動） 
 

ティーバッティング 
ボールを思いっきり打つゲーム 

守備練習 

 

成
果
○ 

 

課
題
● 

○初めての残塁制でゲームを行ったが、ルールを理解してゲームを楽しんでいた。 

○攻撃のねらいを「打つ強さや方向を工夫する」ではなく「思い切り打つ」こと

に変えたことで、打つことを楽しんでいる様子が見られた。 

 

●コーンティー台は昨年度のティー台に比べて高さも調節でき、打ち

損じも少なかったが、ボールが風に流されてうまく固定できなこと

があった。 

３
年 

ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル 

コートの形：正三角形の三角ベース（ホーム、１塁、２塁） 
塁間の距離：１５ｍ 
１チームの人数：３年生６～７人 ２年生５～６人 １年生４～５人 
チーム数：２・３年生計４チーム １年生６チーム 
 
基本ルール・・・（１～３年生） 
・攻撃は、ラインの後ろからボールを投げて行う。 

 

・投げたボールがフェアゾーンに入らなければやり直しとする。 
 
・打者一巡で攻守交代。 
 
・アウトにならずたどり着いた塁が得点になる。残塁制はなし。 
３年生・・・（１塁＝１点,２塁＝２点、ホーム＝３点） 
２年生・・・（１塁＝１点,ホーム＝２点、） 
１年生・・・（１塁＝１点、コーンを回って再び塁にたどり着ければ 

２点とする。 
 
・守備は攻撃側が投げるまでは分割したコートの一つのエリアに入らな
ければいけない。攻撃側が投げた後は自由にボールを追うことができ
る。 

 
ルールの違い・・・（３年生） 
・守備側はビート板を持つことができ、ビート板に当てればキャッチと
同じ扱いとする。 

 

 
１～３年生 
得点板 
ビブス 
PU（ポリウレタン）
ボール 

ベース 
ビート板 
対戦表 
ストップウォッチ 
コーン 
PU ボール 
 
 
 
 

キャッチボール 
（補助運動） 
 

遠くへ投げろゲーム 

ねらえビート板ゲーム 

素早くバンバン 

成
果
○ 

 

課
題
● 

○オリエンテーションをしっかりとしたことによりゲームにスムーズ

に入ることができた。 

 

●１塁での攻防が少なかったので、１塁までの距離を伸ばしてもよか

った。 

低 

２
年 

キャッチボール 
（補助運動） 

 

ねらって投げるゲームＡ 

ねらって投げるゲームＢ 

捕ったらすぐに投げるゲ
ーム 

走って守ってゲーム 

成
果
○ 

 

課
題
● 

○体を大きく使った投げることができたので、ゲームにも熱中して取

り組むことができた。 

 

 

●ボールを捕って投げる時に、１塁に投げずにホームベースに投げる

ことが多かった。１塁で攻防できるように声かけをしていく必要が

ある。 

１
年 

キャッチボール 
（補助運動） 

 

ねらって投げるゲーム 

捕ったらピュッ！ゲーム 

ビートでバン！ゲーム 

成
果
○ 

 

課
題
● 

○キャッチボールの距離を遠くしたことで、体を大きく使い、全力で

投げることができた。また、ゴロやバウンドなどいろいろなボール

を捕る練習ができた。 

 

●練習ゲーム④では、ゲーム性を取り入れるとさらに子どもたちは熱

中して取り組めたと感じた。 

 


